
  

  

 

 WEEKLY COMMUNICATION

 国際ロータリー第2790地区 第3グループ
 　千葉西ロータリークラブ
      Rotary Club of Chiba-West

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　花  光  和  久　　　 　幹　事　白  井  貴  博
例会場　千葉スカイウインドウズ 東天紅　センシティタワー23階
　　　　TEL 043-238-5555
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：http://www.chibawest-rc.net/

   地区行動指針 ： 「伝統と未来」 ～誇りと連帯感～
クラブスローガン ：「会員間の交流を深める」「ロータリーライフ楽しむ」「ロータリーアンになって良かったと感じる」「会員自身の成長に繋げる」

インスピレーションに
なろう

■ お客様
　なし

■ ＲＬＩパートⅠ、パートⅡ　終了証書の伝達
　木村龍次、本橋和也、長坂圭将、前田善弘　各会員

■ 幹事報告
 ・親子三代夏祭り用　ロータリー柄浴衣販売のお知らせ
　紺地に白抜きで、ロータリーマークの入る浴衣販売のお知らせです。
　親子三代夏祭り等に活躍します。
　１着 27,000 円程度　再度メールにてご案内します。ぜひお申し込みください。
 ・ＲＬＩパートⅢ開催のご案内
　4 月 22 日（月）10：10 ～ 18：10　千葉市民会館 3 階特別会議室
　登録 3,000 円　お申し込みは事務局へ

■ 委員会報告
 ・社会奉仕委員会…千葉いのちの電話チャリティコンサートのご案内
　6 月 28 日（金）13：30 開演
　千葉市文化センター 2 階「アートホール」
　りゅうよしこ　愛をうたう～人生讃歌～
　　指定席 3,500 円　自由席 2,500 円
　チケットを販売しています。
　ご協力をよろしくお願いします。
 ・親睦活動委員会…親睦旅行お土産について
　楽しかった親睦旅行から、かれこれ 1 ヶ月経ちました。
　色々な事情で参加できなかった皆様へお土産を買って参り
　ました。洋館です。賞味期限が 6 月 30 日になりますので、
　まだまだ美味しく頂けると覆います。

■ 会長挨拶 /花光和久 会長
　こんにちは、7 日の日曜日に、自宅周辺のお花見をして来ました。家族づれ・カップルなど
大勢の人出でした。
　さて、千葉市内の公立小中学校の入学式も、千葉県会議員選挙・千葉市会議員選挙も終えて、
世の中いよいよ新年度が始まりました。
　ロータリーも、今月 20 日に地区協議会が開催されると、新年度に向けての準備が佳境に入
ります。いまさらながら昨年の事が思い出されます。
　嬉しいお知らせです。20 日の地区協議会において、当クラブが会報優秀クラブとして表彰さ
れる事になりました。思いますに、例会後の２日～３日後には、週報を発信している事は、関
係委員の皆様のチームワークの成果だと思います。
　具体的には、原稿のデーター化の定着、事務局のニコニコ入力、藤崎会員の原稿と写真の割

り付け、出来上がった原稿を野城広報委員長がすばやく承認し、会員皆様に配信しています。
　関係者の方々が、これらの作業を優先して頂いた結果です。心からお礼申し上げます。有り難うございました。

■ 四つのテスト/ 伊東　茂 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか
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■ 新入会員卓話　　伊東　茂 会員　『関ヶ原の戦い』について思うこと。
　千葉西ロータリークラブに入会させて頂いたときに、自己プロフィールの趣味欄があり、映画鑑賞
と回答させて頂きました。映画の話でもと思ったのですが、最近映画見てません。
　そこで、ほかに何かと思い、日本史とくに、安土・桃山時代の戦国時代が大好きなので、天下分け
目の戦いである、『関ヶ原の戦い』についてオタクぶりを発揮したいと思います。
　関ヶ原の戦いは、美濃国で１６００年１０月２１日に行われた日本最大の戦いです。東軍・徳川家
康軍９万７千人対西軍・豊臣方石田三成ほか７万８千人が午前１０時から午後２時ごろまで戦い、東
軍が勝利し、徳川家康が天下を握った戦です。（天下が豊臣から徳川へ）
　お手元の「関ヶ原の戦い両軍配置図」をご覧ください。戦が始まる
前から結果はわかっていたと思います。西軍は、実際に合戦に参加し
た人員は、石田三成、小西行長、宇喜多秀家ほか軍勢３万１千人程度
です。東軍への寝返り小早川秀秋ほか２万人、毛利秀元ほか参加しな
い軍勢２万７千人がいました。東軍は、寝返った軍勢を含めると１１
万７千人となり、西軍は、野戦で４倍の敵と戦うことになったのです。
　参加した大名の石高比較でも、東軍４８２万石、西軍２７３万石です。
　豊臣方の石田三成ほかが負けた要因として考えられること。
①豊臣方の軍事力
　太閤検知後の全国の総石　高約１８００万石、江戸初期の総石高２
１００万石　豊臣直轄領２２０万石　（１２％）
　徳川家康　２４０　万石　（１３％）　江戸時代　幕府天領４００万石
②豊臣家の後継者問題　
　３男秀頼（７才）、後見　人の前田利家１５９９年　死去。　実子石松丸、鶴松死去。　養子秀勝 ( 織田信長４男）　は、
１５８６年死去。　秀吉実弟秀長１５９１年　死去。　甥秀次（関白）１５９５年謀反の罪で切腹。
　秀信（家康次男）は、結城家へ。秀次は、宇喜多家継承。　甥秀俊は、小早川家へ養子秀秋。
③内部対立
　豊臣正室（北政所）と側室（淀君）の対立　豊臣子飼の大名の対立　武断派対文治派
　武断派　加藤清正、福島正則、池田輝政、黒田長政、浅野幸長、細川忠興、加藤嘉明
　文治派　石田三成、小西行長、大谷吉継、増田長盛、長束正家、前田玄以
④短期間での天下統一
　１５８２年の山崎の戦い（明智光秀）勝利から１５９０年に九州島津氏、関東北条氏を屈服させる。８年の短期間
で天下統一、外様大名を支配下、登用していく。今一度、合戦配置図を見ていただくとより理解していただけると思
います。
　組織を弱体化する要因に、後継者問題、内部留保、内部対立があることがわかります。
以上ご清聴ありがとうございました。

■ 新入会員卓話　　前田善弘 会員
　皆さまこんにちは、前田でございます。 新入会員の卓話の日が来たという事は入会して半年は経った
という事なのでしょう。私の感覚ではまだ二、三ヶ月くらい？といったところでございますが。 
さて、皆さま方の前でお話し出来る機会ですので今日は少し長い自己紹介をさせて頂きたいと思いま
す。生まれは大阪の天王寺でして、父の転勤で小学生の低学年時に千葉県へと移り住んで参りました。
　その後中学を出て私立の高校へ進学するも勤まらず一年で退学し、コックを目指して 16 歳の時に
中華料理屋店に住込みで働き始めました。
　私自身はコックで生きていこうと真剣に考えておりましたが、母親が高校だけはどうしても出なさいと毎日うるさ
く言うものですから仕方なく県立船橋高校の定時制へ入学し、朝 9 時から、夕方 5 時まで仕事をし、学校へ行き 10
時に帰宅してから翌朝の 3 時まで働いておりました。まぁ住込みの 2 年間で３回位脱走しましたがその都度見つかり
まして説得されて連れ戻されました。
　今思い出しても定時制高校での生活はとても楽しかったとは言えるものではなく、最近でこそ見なくなりましたが
卒業後１０年くらいは留年して卒業できない夢を見ては目を覚ましておりました。ただ、学んだことも多く、幅広い
年齢の方たちがおられました。
　当時戦争で学校に通えず毎日学生服を着ていた６５歳の女性の方、土建屋さんのイカつい社長さん、スーパーを経
営されている社長さんなどもいらっしゃいました。皆さんそれぞれ経営者になっているのに勉強したいとの思いから
入学されていました。
　しかし、私の時代の定時制高校の多くは苦学生などほとんどおらず、行ける高校がない者で溢れていました。入学
当初などは私など多くのハンパ者がイキがって入学し、授業中にも騒いだりしておりましたが、その土建屋さんの社
長の「うるせー！こっちは真剣に学びに来ているんだ！騒ぐなら出ていけ！」の一喝にクラス中がシーンとなった光
景はよく覚えています。しかしその社長さんをはじめ、働き先の見つからない仲間を自分の店や会社に引き取ってく
ださったりする方がいて次第に仲間意識が芽生えていきました。また、先生方も熱意のある方が多く、間違った事に
は胸ぐらをつかんで生徒にぶつかってこられたり、私など学校に来ない生徒の職場を回っては声をかけてくれました。
もっとも当時はうるせーなーくらいにしか思っていませんでしたが。今では大変感謝しております。
　ただ卒業までの 4 年間は非常に長く、生活の乱れや、職場の事情から学校に通えなくなったりと一人、また一人と
辞めていき、入学当初から卒業まで残ったのは三分の一くらいでした。私も何度も辞めようと思いましたが一度退学
していましたし、母や、先生方の𠮟咤激励と在学中に子供ができましたので何とか高校くらいは出とかないと、とい
う思いもありました。



総　数 対 象 者

クラブ広報・IT・ロータリー情報雑誌委員会 【委員長】野城隆憲【委員】三上　浩  平良真人  菊池民雄  *依田和孝  *庄司芳樹  *北村悠介  *長坂圭将
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4月16日（火）

　千葉東RC

　千葉若潮RC

　三クラブ合同例会

12:30点鐘

　千葉スカイウインドウズ 東天紅

 ニコニコBOX
・山本…誕生祝いを頂いて。後期高齢者の仲間入りです。
・海寶…ワンポイントロータリー、第 17 回目です。
・花光…伊東会員、前田会員　卓話をありがとうございます。
・花澤…三瓶輝枝、トップ当選ありがとうございます。
・真野…台湾ホームスティ、ありがとうございます！
・長坂…東天紅の森川さん、御苦労さまでした。
・伊東…卓話ありがとうございました。
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　そしてようやく 20 歳で卒業を迎える訳ですが、卒業式に頂いた卒業証書には定時制の文字がないんですね。校長
先生にわが校の立派な卒業性として胸を張って社会に出ていきなさいとの言葉には胸が熱くなりました。
　しかし感動ばかりもしておられず卒業の少し前になりますが、正社員で働く事が決まっていた店のオーナーが周辺
の開発計画で地上げにあい、店をあっさり売却してしまったのです。
　卒業はしたものの、子供は生まれてくるわ、仕事は無いわで , あわてて就職活動を開始し、飛び込んだのが不動産営
業でした。いきなりの営業職，しかも給料はフルコミッションなんてとは思いましたが、自分を試してみたいという
思いと , 求人情報誌に書かれていた給料に目がくらみ後で後悔するくらいならやってみようと思いました。
　バブルという時代のおかげもあり当初の不安などあっさり消えるくらいバンバン売り上げも上がり、給料はコック
時の１０倍近くまでいきました。それまでお小遣いで生活していた子供がいきなりパンパンの財布を持ち歩けばどう
なるか？ご想像の通りで飲むわ、打つわの生活ですっかり調子にのっていました。
　しかしそんな時代は長くは続かず、バブルは弾け、徐々に売上もさがり収入は激減しました。
　ただ散々調子に乗っていた私は今さら人に使われるなんて冗談じゃないなどと考えており、
昔のコック仲間からあるデパートのレストランに出店できるとの話に、店の経営者もまぁ悪くはないな、などと考え
23 歳の時に中華料理店をオープンしました。
　しかし今考えてもたいし美味しくない料理で、立地条件だけでうまくいくほど甘くはなく、約１年で閉める結果に
なりました。そのころには次男も生まれておりましたので、考えを改め、千葉市の建設会社へ就職をいたしました。
そこで約 5 年間お世話になるも、大した成績もあげられず社長には可愛がっていただいたのですが、会社を去ること
になりました。
　いよいよ食い詰めて後がなくなった時に色々と可愛がってくれた不動産会社の社長に拾っていただき、ようやく腰
を落ち着けて仕事ができ順調に業績を上げていけるようになりました。建売住宅を造って販売するのがメインの会社
でした。
　その後介護施設の建築などの仕事が徐々に増えていき、その流れから地主さんや、土地活用を考えて介護施設によ
る土地活用の提案、施設の運営を行う事業部をつくり、自らの会社を立ち上げることを許され、独立をさせていただ
きました。それが現在のゼンコーでございます。
　しかし 9 年前にその不動産会社の社長が末期の癌を宣告され翌年に 62 歳で亡くなりました。豪快で明るく、遊び
が大好きな方で私にとっても社会での親父でした。
　現在、社名は変更しましたが、二代目に先代社長の長女が就任しており、私も取締役として協力さて頂いております。
　現在私の運営している施設は認知症の方のグループホームです。介護士の息子をはじめ , 介護に熱い意欲のある若者
が多数働いてくれております。まだまだ小さい会社ですがそんな職員たちに夢ややりがい、介護士としてのプライド
を持たせてやりたいと思っております。
　また私の母が認知症の為、現在私の施設に入所しております。私の息子が施設長を務め、私の事務所も施設内にあ
るので毎日顔を見ることができますが、母にはいつも申し訳ない気持ちがあります。
　住み慣れた家で見てあげることができない事や、病気を認めることができずに発症当初に強い口調で叱ったことな
ど今でも本当に後悔しております。
　しかし、施設の行事や懇親会などで入居者のご家族とお話しするとみなさん同じような経験をされてこられ、私の
話を聞いて「自分だけではないんだ。少し気が楽になりました」との言葉をもらった時に、私は介護と言う仕事と、
認知症というものについて、母から最期の教えをもらっているんだなと思っております。現在 82 歳で肝硬変を患っ
ていますが。まだまだ元気でいてほしいと願っております。
　最後に、ロータリークラブに入って思っていることですが、入会してから日々、本当に楽しく、たくさんの先輩方
から多くの刺激を受けさせていただいております。
　毎週の例会の日には皆さんに会えるのを楽しみにしている自分がおります。まだまだロータリーについて何もわかっ
ておりませんが、入会して良かったなぁと思っております。
　入会を勧めてくださった野城さんをはじめ、暖かく歓迎してくださった皆さま方に感謝を申し上げまして、私の卓
話を終わりたいと思います。ありがとうございました。


